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お
お
き
な
せ
な
か
に
	 —
	 夢
を
乗
せ
未 あ来 すに

羽
ば
た
く
元
気
な
ま
ち

だ
い
せ
ん
日
和

玉
川
を
遡
上
し
た
サ
ケ
を
捕
獲
し
、市

営
ふ
化
場
へ
運
ぶ
。

水
槽
に
投
げ
入
れ
ら
れ
る
サ
ケ
が
空
を
舞
う
。（

花
館
の
サ
ケ
採
捕
場・11 月

18 日
）

冬告げる玉川のサケ

　 生
いのち
命をつなぐ、故

ふる

郷
さと

の川
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WORK and LIFE in Bolivia

大
仙
市
の
皆
さ
ん
、「¡Hola! 

¿Cómó están?

」（
ス
ペ
イ

ン
語
で「
こ
ん
に
ち
は
、お
元
気
で

す
か
？
」）。南
米
ボ
リ
ビ
ア
多
民

族
国
、
第
２
の
都
市
サ
ン
タ
ク
ル

ス
県
モ
ン
テ
ロ
市
で
助
産
師
隊
員

と
し
て
活
動
し
て
い
る
草
彅
沙
也

花
で
す
。

　

私
は
高
校
２
年
生
の
こ
ろ
か
ら

本
格
的
に
助
産
師
と
し
て
青
年
海

外
協
力
隊
で
活
動
し
た
い
と
い
う

夢
を
も
っ
て
き
ま
し
た
。発
展
途

上
国
で
充
実
し
た
医
療
が
無
い
た

め
に
亡
く
な
っ
て
い
く
幼
い
命
、

ま
た
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
く
る
こ

と
が
で
き
な
い
命
が
あ
る
と
い
う

現
状
が
「
将
来
自
分
の
力
を
最
大

限
に
発
揮
し
て
こ
の
国
々
に
生
か

し
た
い
、
一
つ
で
も
多
く
の
命
を

助
け
た
い
」
と
い
う
思
い
を
も
つ

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。そ
し

て
現
在
、
こ
こ
ボ
リ
ビ
ア
で
助
産

師
隊
員
と
し
て
奮
闘
中
で
す
！

ボ
リ
ビ
ア
っ
て
ど
ん
な
国
？

　

去
年
ボ
リ
ビ
ア
へ
の
派
遣
が
決

ま
っ
た
と
き
、「
ち
ょ
っ
と
ボ
リ

ビ
ア
に
行
っ
て
き
ま
す
！
」
と
言

っ
た
私
に
、周
囲
の
多
く
は「
ど
ご

だ
、
そ
れ
。ア
フ
リ
カ
が
？
」と
反

応
し
ま
し
た
。ボ
リ
ビ
ア
は
南
ア

メ
リ
カ
大
陸
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
て
お
り
、
国
土
に
は
４
千
㍍
以

上
の
山
々
が
連
な
る
ア
ン
デ
ス
高

地
が
あ
り
ま
す
。ブ
ラ
ジ
ル
、ペ
ル

ー
、チ
リ
、パ
ラ
グ
ア
イ
、ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
の
５
カ
国
に
隣
接
・
囲
ま

れ
て
い
る
た
め
海
の
な
い
内
陸
国

で
す
。ブ
ラ
ジ
ル
と
聞
い
て
ピ
ン

と
く
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。つ
ま
り
、私
は
日
本
の

ほ
ぼ
真
裏
に
い
ま
す
（
人
生
の
う
ち

南
米
で
生
活
す
る
日
が
来
る
と
は
自
分

で
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
…
）。気

候
は
４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
乾
期

と
11
月
か
ら
３
月
ま
で
の
雨
期
に

分
か
れ
て
お
り
、
こ
の
雨
期
に
は

現
在
「
人
生
の
う
ち
に
一
度
は
訪

れ
た
い
絶
景
地
」
と
し
て
世
界
的

に
名
高
い「
ウ
ユ
ニ
塩
湖
」に
水
が

張
り
、
見
渡
す
限
り
鏡
張
り
の
絶

景
を
目
に
で
き
ま
す
。

看
護
学
校
で
先
生
　
　
　
　
　

　
看
護
の
心
を
育
て
る

　

私
は
今
、
２
年
課
程
の
准
看
護

師
養
成
校
で
教
員
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。ボ
リ
ビ
ア
に
は
「
助
産

師
」と
い
う
職
業
は
な
く
、
看
護
師

免
許
だ
け
で
助
産
師
の
役
割
も
担

っ
て
い
ま
す
。助
産
師
で
あ
る
私
が

教
員
を
す
る
意
味
―
そ
れ
は
ボ

リ
ビ
ア
の
母
子
保
健
分
野
の
問
題

と
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

　

ボ
リ
ビ
ア
は
南
米
最
貧
国
と
い

わ
れ
、若
年
妊
娠
・
出
産（
18
歳
以
下

で
の
妊
娠・出
産
）の
割
合
が
高
く
、ま

た
地
方
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
若
年

化
は
進
み
、
自
宅
や
田
畑
で
赤
ち

ゃ
ん
を
出
産
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス

も
多
く
あ
り
ま
す
。私
の
学
校
に

は
現
在
21
人
の
生
徒
が
在
籍
し
、

中
に
は
子
ど
も
が
い
る
生
徒
も
６

人（
20
歳
で
３
人
の
子
が
い
る
生
徒
も
）、

そ
し
て
妊
娠
中
の
生
徒
も
い
ま

す
。日
本
で
は
あ
ま
り
見
な
い
現

状
が
ボ
リ
ビ
ア
で
は「
よ
く
あ
る
こ

と
」と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
問
題
と
し
て

医
療
施
設
の「
お
産
の
環
境
」も
挙

げ
ら
れ
ま
す
。一
部
の
医
療
施
設

で
は
、
産
婦
さ
ん
と
ご
家
族
が
主

体
と
な
る
人
間
ら
し
い
お
産
と
は

程
遠
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。ど
う

し
て
も
医
療
者
の
効
率
性
を
優
先

と
し
た
医
療
の
質
か
ら
抜
け
出
す

こ
と
が
で
き
な
い
現
状
で
す
。実

際
に
次
の
こ
と
を
目
の
当
た
り
に

し
ま
し
た
。陣
痛
中
は
ト
イ
レ
に

行
か
せ
な
い
（
産
婦
さ
ん
は
お
む
つ
を

つ
け
さ
せ
ら
れ
る
）、
何
も
リ
ス
ク
が

無
く
自
然
分
娩
で
き
る
の
に
帝
王

切
開
し
て
仕
事
を
早
く
終
え
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
、亡
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
赤
ち
ゃ
ん
と
ご
家
族
の
面
会

を
さ
せ
な
い
、
何
よ
り
産
婦
さ
ん

や
ご
家
族
が
医
療
者
に
対
し
て
何

も
言
え
な
い
環
境
。日
本
と
は
別

次
元
の
医
療
現
場
に
あ
然
と
し
ま

し
た
。活
動
の
一
部
と
し
て
看
護
師

に
必
須
で
あ
る
接
遇
の
授
業
、
実

習
中
に
受
け
持
っ
た
患
者
さ
ん
を

対
象
に
医
療
者
の
態
度
に
対
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
、
妊
娠
中
の

生
活
を
実
際
に
体
験
す
る
た
め
に

お
腹
に
７
㌔
の
重
り
を
つ
け
て
生

活
す
る
な
ど
、実
際
の
声
を
聞
き
、

自
分
た
ち
で
感
じ
る
と
い
う
部
分

の
強
化
に
励
み
ま
し
た
。

　

患
者
さ
ん
本
位
の
医
療
を
患
者

さ
ん
に
提
供
す
る
こ
と
と
、
心
に

寄
り
添
う
医
療
が
で
き
る
看
護
師

を
育
成
す
る
こ
と
が
２
年
間
の
大

き
な
目
標
の
一
つ
で
す
。ボ
リ
ビ

ア
に
は
「
接
遇
」「
お
も
て
な
し
」

と
い
う
言
葉
や
文
化
が
あ
り
ま
せ

ん
が
、
患
者
さ
ん
の
立
場
で
考
え

る
看
護
を
微
力
な
が
ら
広
め
て
い

き
た
い
で
す
。

生徒たちと一緒に妊婦体験（写真後列左から９
人目が草彅さん）

青年海外協力隊平成27年度３次隊隊員として今年１月から南米ボリビアで助産師隊員
として活動している草彅沙也花さん（中仙地域出身）から現地での仕事や生活の様子を伝え
るレポートが届きました。今回は、赴任地であるボリビアの医療事情を紹介します。

青年海外協力隊員
草

く さ

彅
な ぎ

沙
さ

也
や

花
か

の地球の 真  裏から¡Hola! ①
vol.
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　米をはじめとする原料を〝地元産〟にこだわり、昔懐
かしいお菓子からちょっとおしゃれな焼き菓子まで、
これからも老若男女皆さんに喜んでいただける商品作
りに努めていきます。

　〝自分たちの加工所をもちたい！！〟
　そんな夢を抱きながら、18年前に「米夢」は産声をあ
げました。農作業と子育てをしながら、同時にお菓子作
りをすることは容易なことではありませんでしたが、
平成22年12月、「道の駅なかせん」内に待望の加工所を
オープン。私たちは新たな道を歩むことになりました。

営業時間／午前９時～午後６時
営業場所／道の駅なかせん「こめこめプラザ」内
主な商品／米粉を使ったお菓子（でかラビクッキー、
野菜を使ったパウンドケーキ）、おやきなど

加工グループ「米
ま い

夢
む

」
（熊谷成見子代表（会員数８人）・中仙）

発行号、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号と必ず
4 4

広報
紙の感想を記入し、プレゼント係までお送りください。当選
者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。
応募期限／12月 31日（消印有効）

〒 014−8601		だいせん日和プレゼント係
ファクス	／		0187-63-1119
Eメール	／		kouhou@city.daisen.akita.jp
※Ｅメールの場合、件名は「読者プレゼント」

応募方法 宛 先

カネトク卸総合センター株式会社

問い合わせ・販売
	 カネトク卸総合センター（大曲浜町 1-22）
	 ☎ 0187-62-1750
※お取り寄せは、直接ご注文ください。（送料別）

だいせん日和

読者プレゼン
ト

大
仙
市
特
産
品
開
発
コ
ン
ク
ー
ル

２
０
１
６
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
、
カ
ネ
ト
ク
卸
総
合
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

（
小
西
亨
一
郎
代
表
取
締
役
）の
秋
田
ス
テ
ィ
ッ

ク
３
種
セ
ッ
ト（
税
込
６
４
８
円
）を
５
人
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
「
秋
田
ス
テ
ィ
ッ
ク
」
は
地
元
・
大
仙
市

産
の
特
Ａ
あ
き
た
こ
ま
ち
を
１
０
０
％
使

用
し
た
米
の
お
菓
子
で
、
サ
ク
サ
ク
と
し

た
食
感
を
追
求
。「
い
ぶ
り
が
っ
こ
」「
ハ

タ
ハ
タ
し
ょ
っ
つ
る
鍋
」「
比
内
地
鶏
・
鶏

ガ
ラ
ス
ー
プ
」
と
、
秋
田
を
代
表
す
る
三

つ
の
テ
イ
ス
ト
に
こ
だ
わ
っ
た
逸
品
で
す
。

　

米
を
使
っ
た
お
菓
子
な
の
で
、
子
ど

も
の
お
や
つ
と
し
て
も
最
適
な
「
秋
田
ス

テ
ィ
ッ
ク
」。
日
本
酒
に
も
良
く
合
う
味
に

仕
上
が
っ
て
い
る
の
で
、
お
酒
の
つ
ま
み
に

も
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。
親
子
で
一
緒
に
昔
な

が
ら
の
秋
田
の
味
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

秋田を代表する三つの味をあきたこまち 100％のお菓子に
秋田スティック３種セット

食べやすく、つまみやすい大きさでスティック状
に加工。車や電車内などでも手軽に食べられます。

第19回

広報だいせん

だいせん日和
2016_12月号 vol.280
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池田 キミ さん
（仙北・71歳）

市明るい選挙推進協議会会長

藍綬褒章
選挙関係事務功績

平成７年に旧仙北町明るい
選挙推進協議会会長に就任
後、市町村合併を経て、平成
27年に大仙市明るい選挙推
進協議会会長に就任しまし
た。現在も明るくきれいな
選挙の実現と投票率の向上
に尽力されています。

里見 喜代治 さん
（大曲・70歳） 元大曲仙北
広域市町村圏組合消防正監

瑞宝小綬章
消防功労

昭和43年から旧大曲市に消
防士として奉職。大曲仙北
広域市町村圏組合角館消防
署長、大曲消防署長を歴任。
平成14年から５年間、消防
正監として消防長を務める
など、消防防災行政の発展
に力を注がれました。

物部 長仁 さん
（協和・71歳）
元大曲高等学校長

瑞宝小綬章
教育功労

昭和45年から県南部の高等
学校に教諭として通算28年
間奉職。県教育庁幼児・養護
教育課長や文部科学省中央
教育審議会専門委員などを
歴任後、平成16年、大曲高等
学校長に就任。学校教育の振
興と発展に尽力されました。

小山田 雍 さん
（大曲・70歳）
元秋田県医師会会長

旭日小綬章
保健衛生功労

昭和46年から医師として医療
業務に従事し、58年に小山田
医院（大曲）を継承。大曲地域
の小学校などで学校医を務
めているほか、秋田県医師会
会長や日本学校保健会副会
長など要職を歴任。地域医療
の充実に尽力されています。

市在住の８人の受章者
の皆さんを紹介します

佐々木 俊雄 さん
（西仙北・68歳）

元准陸尉（危険事務従事）

瑞宝単光章
防衛功労

昭和43年に陸上自衛隊に入
隊。横須賀武山駐屯地では
助教として少年自衛官の教
育にあたられたほか、秋田
駐屯地で情報関係業務など
に従事され、34年間にわた
って国民の安全・安心のた
めに尽力されました。

鳥羽 武治 さん
（西仙北・71歳）

元大仙市消防団副団長

瑞宝単光章
消防功労

昭和44年に旧西仙北町消防
団に入団。平成12年に同団副
団長に就任。市町村合併を
経て、平成23年に大仙市消
防団副団長に就任。人的消防
力の確保のため、婦人消防隊
の推進を図るなど、消防団活
動の発展に尽力されました。

三浦 幸男 さん
（大曲・71歳）元大仙市消防団

大曲支団長

瑞宝単光章
消防功労

昭和42年に旧大曲市消防団
に入団。市町村合併を経て、
平成24年には大仙市消防団
大曲支団長に就任。平成10
年に花館地区で発生した建
物火災では延焼を阻止する
など、地域防災力の向上に
力を注がれました。

佐藤 芳男 さん
（大曲・72歳）元大仙市消防団

大曲支団副支団長

瑞宝単光章
消防功労

昭和37年に旧大曲市消防団
に入団。市町村合併を経て、
平成26年に大仙市消防団大
曲支団副支団長に就任。平
成23年の集中豪雨では団員
の先頭に立ち河川氾濫に対
応するなど、消防防災活動
に尽力されました。

秋の叙勲・褒章
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チ
ケ
ッ
ト
販
売
・
料
金

　

有
料
観
覧
席
は
、
各
日
と
も
に

パ
イ
プ
イ
ス
席
を
１
万
席
準
備
し

ま
す
。

▼
４
月
29
日
開
催
分

【
前
売
販
売
】

① 

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
販

売
…
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト（
Ｌ
コ

ー
ド 

２
２
４
０
７
）、チ
ケ
ッ
ト
ぴ

あ（
Ｐ
コ
ー
ド 

６
３
４̶

３
７
１
）、

イ
ー
プ
ラ
ス（http://eplus.jp/

）で
12

月
１
日
か
ら
販
売
し
ま
す
。

　
※	

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
当
日
、観
覧
会
場
で

配
布
し
ま
す
。

② 

大
曲
商
工
会
議
所
窓
口
販
売
…

▼�

４
日
セ
ッ
ト
券
（
４
月
25
日
・
27

日
・
28
日
・
29
日
分
）　

　

大
曲
商
工
会
議
所
の
窓
口
で
４

月
25
日
・
27
日
・
28
日
・
29
日
分
の

有
料
観
覧
席
チ
ケ
ッ
ト
を
セ
ッ
ト

に
し
た
お
得
な
「
４
日
セ
ッ
ト
券
」

を
販
売
し
ま
す
。

　

前
売
販
売
の
み
で
、
会
場
な
ど

で
当
日
は
販
売
し
ま
せ
ん
。購
入

を
希
望
す
る
方
は
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

【
前
売
販
売
】
大
曲
商
工
会
議
所
窓

口
の
み
で
販
売
し
ま
す
。

※	

12
月
１
日
予
約
受
け
付
け
開
始
。平
成

29
年
４
月
３
日
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
と
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
代
金
と
引
き
換
え
ま
す
。

※	

４
月
25
日
・
27
日
・
28
日
開
催
分
は
荒

天
中
止
と
な
っ
た
場
合
で
も
返
金
な

ど
の
対
応
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
あ
ら

か
じ
め
了
承
く
だ
さ
い
。

【
当
日
販
売
】行
い
ま
せ
ん
。

【
料
金
】１
席
５
０
０
０
円（
税
込
）

会
場
へ
の
入
場
は
有
料
で
す

　

花
火
会
場
内
に
は
自
由
観
覧
エ

リ
ア
が
あ
り
ま
す
が
、入
場
の
際
に

入
場
料
１
０
０
０
円
（
税
込
）
が
必

要
で
す
。入
場
料
は
会
場
整
備
な

ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
小
学
生
未
満
は
入
場
無
料
で
す
。

※	

有
料
観
覧
席
チ
ケ
ッ
ト
購
入
者
は
料

金
に
入
場
料
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

12
月
１
日
か
ら
予
約
を
受
け
付

け
し
ま
す
。

　
※	

平
成
29
年
４
月
３
日
か
ら
チ
ケ
ッ

ト
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
代
金
と
引
き

換
え
ま
す
。

【
当
日
販
売
】
前
売
り
販
売
分
の
残

り
が
あ
る
場
合
、開
催
当
日
、観
覧

会
場
で
販
売
し
ま
す
。

【
料
金
】１
席
３
０
０
０
円（
税
込
）

▼
４
月
25
日
・
27
日
・
28
日
開
催
分

【
前
売
販
売
】行
い
ま
せ
ん
。

【
当
日
販
売
】
開
催
日
当
日
、
観
覧

会
場
で
販
売
し
ま
す
。

【
料
金
】
各
日
１
席
２
０
０
０
円

（
税
込
）

来
年
大
仙
市
で
開
催
さ
れ
る
「
第
16
回
国
際
花
火
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
る
花
火
シ
ョ
ー
「
大
曲
の
花

火
〜
春
の
章
〜
」（
平
成
29
年
４
月
25
・
27
・
28
・
29
日
開
催
）
の
有
料

観
覧
席
チ
ケ
ッ
ト
の
前
売
販
売
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
「
春
の
章
」
で
は
、「
世
界
の
花
火　

日
本
の
花
火
」

を
テ
ー
マ
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。
見

ど
こ
ろ
は
、
世
界
各
地
の
花
火
師
が
披
露
す
る
国
際
色
豊
か
な
花

火
や
、
日
本
各
地
の
花
火
シ
ー
ン
で
活
躍
し
て
い
る
全
国
花
火
競

技
大
会
「
大
曲
の
花
火
」
の
歴
代
内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞
者
が
匠

の
技
で
魅
せ
る
花
火
な
ど
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の
記
念
に
ふ
さ

わ
し
い
華
や
か
な
花
火
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
で
す
。

　

日
本
の
花
火
に
新
た
な
歴
史
を
刻
む
特
別
な
夜
。
桜
咲
く
季
節

に
「
大
曲
の
花
火
」
を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【問い合わせ】第16回国際花火シンポジウム実行委員会事務局	 ☎0187-73-5781
	 	 									大曲商工会議所		 	 	 	 	 ☎0187-62-1262
	 	 									大仙市役所観光交流課	 	 	 	 	 ☎0187-63-1111（内線249・250・273）
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取り組み期間は12月１日から３月31日まで
みんなで取り組もう「冬の節電」

【問い合わせ】
 環境交通安全課
 ☎ 0187-63-1111 内線 277

大
仙
市
選
挙
管
理
委
員
会
と

大
仙
市
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
が
募
集
し
た
「
平
成
28
年

度
明
る
い
選
挙
啓
発
標
語
コ
ン

ク
ー
ル
」。市
内
の
各
小
・
中
学
校

２
１
８
点
の
応
募
の
中
か
ら
、入
賞

作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。入
賞
作

品
は
、
今
後
行
わ
れ
る
選
挙
の
啓

発
標
語
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

小
学
生
の
部〈
敬
称
略・数
字
は
学
年
〉

最
優
秀
賞

 

18
歳
の
清
き
一
票
、
未
来
を
背

負
っ
て
正
し
い
政
治（
佐
々
木
優

羽・協
和
６
）

優
秀
賞

○
捨
て
な
い
で 

未
来
が
変
わ
る 

そ

の
一
票（
髙
崎
萌
々
恵・内
小
友
６
）

○
若
い
意
見 

未
来
の
切
り
札

 

さ
ぁ
一
票（
小
松
恒
介・内
小
友
６
）

優
良
賞

○
自
分
の
思
い
を
伝
え
よ
う 

こ

の
一
票
は
自
分
の
思
い（
斉
藤
大

斗・協
和
６
） 

○
ム
ダ
に
し
な
い 

そ
の
一
票
が 

日

本
を
変
え
る（
菅
原
萌
果・内
小
友
６
）

○
選
挙
権 

あ
な
た
に
未
来
が 

た

く
さ
れ
た
。（
寺
村
風
飛・内
小
友
６
）

○
一
票
が 

未
来
の
と
び
ら
の 

カ

ギ
に
な
る（
加
藤
里
咲・東
大
曲
６
）

○
ぼ
く
た
ち
一
人
一
人
の
一
票

を 

未
来
の
人
の
た
め
に（
後
藤
快

成・協
和
６
）

○
自
分
の
一
票 

日
本
を
変
え
る
も

と
に
な
る（
熊
谷
心
之
介・協
和
６
）

○
大
切
な 

日
本
を
つ
く
る 

そ
の

一
票（
髙
橋
京・東
大
曲
５
）

中
学
生
の
部〈
敬
称
略・数
字
は
学
年
〉

最
優
秀
賞

 

選
ぼ
う 

決
め
よ
う 

投
じ
よ
う 

明
る
い
未
来
を
生
き
る
た
め

（
田
口
麻
衣・協
和
３
）

優
秀
賞

○
こ
の
一
票 

秋
田
を
変
え
る
力

に
な
れ
！
（
鈴
木
仁
奈・協
和
３
）

○
選
挙
権 

政
治
に
関
わ
る
大
事

な
機
会（
佐
々
木
結
菜・南
外
２
）

優
良
賞

○
届
け
よ
う 

未
来
を
決
め
る 

そ

の
一
票 

自
分
の
意
志
を 

票
に

た
く
し
て（
鈴
木
航
太・大
曲
西
１
）

○
明
る
い
未
来 

希
望
の
一
票 

未

来
に
届
け 

こ
の
一
票
（
千
葉
愛

生・中
仙
１
）

○
一
票
の
重
み
を
知
る
年 

十
八

歳（
加
藤
浩
太・協
和
３
）

○「
わ
か
ら
な
い
」 

そ
の
一
言
で
済

ま
せ
ず
に 

あ
な
た
の
一
票 

未

来
を
つ
く
る（
高
橋
結・大
曲
西
３
）

○
行
か
な
い
の 

あ
な
た
の
明あ

日す

は 

誰
の
も
の（
冨
士
村
佳
純・仙
北
３
）

○
一
票
の 

重
み
を
胸
に 

い
ざ
投
票

（
傳
野
樹
生・平
和
１
）

○
さ
ぁ
行
こ
う 

未
来
を
創
る 

大

事
な
一
票（
三
浦
太
陽・大
曲
西
２
）

平成28年度の入賞作品を紹介します
明るい選挙啓発標語コンクール

【問い合わせ】
 大仙市選挙管理委員会事務局
 ☎ 0187-72-2167

市
で
は
、
省
エ
ネ
型
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
定
着
を
目
指
し
、

今
年
も
「
冬
の
節
電
」
を
実
施
し
ま

す
。市
民
・
事
業
者
・
市
が
力
を
合
わ

せ
て
、節
電
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
で
は
体
調
に
気
を
付
け
な

が
ら
無
理
の
な
い
範
囲
で
、
事
業

所
で
は
業
務
に
支
障
の
な
い
範
囲

で
節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
取
組
期
間
／
12
月
１
日
か
ら

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

◆
取
組
時
間
／

 

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

無
理
の
な
い
範
囲
で
、環
境
に

や
さ
し
い
エ
コ
ラ
イ
フ
を

　

冬
は
日
照
時
間
が
短
く
な
る
た

め
、
暖
房
需
要
と
合
わ
せ
て
朝
と

夕
方
に
電
気
使
用
量
が
増
え
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、
消
費

電
力
の
多
い
電
気
製
品
は
、
で
き

る
限
り
朝
と
夕
方
を
避
け
て
使
用

す
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

日
々
の
心
掛
け
が
大
切

家
庭
で
で
き
る
取
り
組
み
例

○
重
ね
着
な
ど
を
し
て
、
暖
房
機

器
の
控
え
め
な
温
度
設
定
を
心

掛
け
る

○
外
出
30
分
前
に
暖
房
を
止
め
る

な
ど
、
使
用
時
間
を
で
き
る
だ

け
短
く
す
る

○
家
族
一
緒
の
部
屋
で
過
ご
す
時

間
を
増
や
す

○
こ
た
つ
や
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト

な
ど
、部
分
暖
房
を
活
用
す
る

○
部
屋
の
ド
ア
や
ふ
す
ま
を
閉
め

て
、
暖
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

空
間
を
小
さ
く
す
る

○
床
に
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
断
熱
シ
ー

ト
を
敷
く

○
窓
に
空
気
層
の
あ
る
断
熱
シ
ー

ト
を
貼
る

15時６時 ９時 18時

活動の開始とともに
電力の使用が増えてくる

日の入りや気温の低下とともに
照明や暖房など

電気の使用が増えてくる

気温が低下、暗くなる

帰宅時間帯

電力使用のピーク

冬の一般的な電力の使用状況

経済活動と家庭の
電力使用が重なる
午後５時～７時頃
がピークになるこ
とが多い
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◆
対
象
／
小
学
１
年
生
か
ら
６
年

生
ま
で
の
う
ち
、
放
課
後
や
学

校
休
業
日
に
家
族
が
仕
事
な
ど

の
理
由
で
家
庭
に
い
な
い
児
童

◆
実
施
期
間
／
平
成
29
年
４
月
１

日
か
ら
30
年
３
月
31
日
ま
で

 

（
日
曜
、
祝
日
、
12
月
29
日
か
ら
翌
年

１
月
３
日
ま
で
は
閉
所
）

※
臨
時
的
に
閉
所
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

◆ 

実
施
時
間
／

 

【
月
曜
か
ら
金
曜
】

 

放
課
後
〜
午
後
７
時

 

【
土
曜
、長
期
休
業
日
】

 

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
７
時

◆
負
担
金
／
児
童
１
人
あ
た
り

６
０
０
０
円（
ひ
と
り
親
家
庭
に
属

す
る
児
童
は
３
０
０
０
円
）

※
同
一
世
帯
で
２
人
以
上
入
会
し
て
い

る
児
童
が
い
る
場
合
は
、
２
人
目
以

降
半
額

◆
申
込
方
法
／
子
ど
も
支
援
課
と

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に
用

意
し
て
い
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
保
護
者
の
就
労

証
明
書
な
ど
を
添
付
し
て
提
出

◆
そ
の
他
／
定
員
を
上
回
っ
た

場
合
は
、
家
庭
状
況
な
ど
を
考

慮
し
て
低
学
年
の
児
童
を
優
先

し
ま
す
。同
じ
小
学
校
区
に
複

数
の
児
童
ク
ラ
ブ
が
あ
る
場
合

は
、
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

入会を希望する
児童クラブ所在地域

申込書配布場所・申込先
（担当課） 申し込み日時

大曲 子ども支援課 12月18日（日）午前９時～午後５時
12月19日（月）・20日（火）午前８時30分～午後７時

大曲以外 各支所市民サービス課 平成29年１月10日（火）から12日（木）まで
午前８時30分～午後７時

利用中の方も申し込みが必要です
平成29年度放課後児童クラブ
入会申し込みの受け付けを開始

【問い合わせ】
 子ども支援課 ☎0187-63-1111 内線129
 各支所市民サービス課

緊
急
の
防
災
情
報
を
自
動
で

受
信
で
き
る
大
仙
市
防
災

ラ
ジ
オ
。緊
急
の
情
報
以
外
に
は

大
仙
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

「
Ｆ
Ｍ
は
な
び
」
の
ほ
か
、「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
・
Ｆ
Ｍ
」「
Ｆ
Ｍ
秋
田
」
を
受
信

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
９
月
か
ら
、
地
域
ご
と

に
次
の
方
々
や
施
設
に
無
料
で
貸

与
し
て
い
ま
す
。対
象
と
な
る
方

に
は
、
文
書
で
通
知
し
て
い
ま
す

（
大
曲
地
域
は
平
成
29
年
２
月
ご
ろ
通

知
予
定
）。受
領
し
て
い
る
方
は
、お

住
ま
い
の
地
域
の
支
所
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
に
お
越
し
い
た
だ
く
か
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
貸
与
を
辞
退
さ
れ
る
方

は
、総
合
防
災
課
、ま
た
は
各
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

◆
対
象
者・施
設
／

○
70
歳
以
上
の
方
の
み
の
世
帯

○
要
介
護
３
以
上
の
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
方
が
い
る
世
帯

○
１
級
か
ら
３
級
ま
で
に
（
視
覚

障
が
い
、聴
覚
障
が
い
、肢
体
不
自
由

に
限
る
）該
当
す
る
身
体
障
害
者

手
帳
を
持
っ
て
い
る
方
が
い
る

世
帯

○
１
級
ま
た
は
２
級
に
該
当
す
る

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

持
っ
て
い
る
方
が
い
る
世
帯

○
療
育
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方
が

い
る
世
帯

○
特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給

者
証
を
持
っ
て
い
る
方
が
い
る

世
帯

○
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
受
給

者
証
を
持
っ
て
い
る
方
が
い
る

世
帯

○
生
活
保
護
世
帯

○
要
配
慮
者
利
用
施
設

ラジオのサイズ
高さ12㌢×幅12㌢×奥行き12㌢

緊急時には、防災情報を自動で受信
する「大仙市防災ラジオ」。
緊急放送以外に、FMはなび、NHK・
FM、FM秋田を受信し聴くことがで
きます。

【問い合わせ】
 総合防災課 ☎ 0187-63-1111 内線 287
 各支所市民サービス課

緊急時には防災情報を自動受信

市の防災ラジオを無料で貸与
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大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 

大仙市ホームページ
www.city.daisen.akita.jp

12月は市県民税（普通
徴収）４期と国民健康
保険税６期、後期高
齢者医療保険料６期
の納付月です。
忘れずに納期内の完
納をお願いします。
振替日／

12月 30日（金）
納付期限／

１月４日（水）

Tax Info.

市
民
書
き
初
め
大
会

　

大
曲
高
校
書
道
部
の
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
行
い
ま
す
。

◆
対
象
／
市
内
在
住
、在
学
、

 

ま
た
は
在
勤
の
方

◆
日
時
／
１
月
６
日（
金
）

 

午
前
９
時
〜

◆
会
場
／
大
曲
体
育
館

◆
部
門・課
題
等
／

 

【
小
学
生
の
部
】課
題
自
由
、

楷
書
体
、用
紙
は
八
つ
切
り

 

【
中
学
生
の
部
】課
題
・
書
体

自
由
、用
紙
は
八
つ
切
り

※
小
・
中
学
生
の
部
の
課
題
は
、教
科

書
な
ど
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

 

【
高
校
・
一
般
の
部
】課
題
・
書

体
自
由
、用
紙
は
半
切

 

【
体
験
コ
ー
ナ
ー
】
課
題
・
書

体
自
由
、用
紙
は
半
切
な
ど

※
審
査
対
象
外
。未
経
験
の
方
参
加
可

◆
参
加
費
／
５
０
０
円

※
全
員
に
参
加
記
念
品
あ
り

◆
申
込
期
限
／
12
月
22
日（
木
）

※
高
校
・
一
般
の
部
、体
験
コ
ー
ナ
ー

は
大
会
当
日
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

生
涯
学
習
課 

内
線
３
３
９

参加者募集

　

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

す
る
自
治
会
や
町
内
会
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
に
除
雪
機
械
を

貸
し
出
し
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、

事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
貸
し
出
し
条
件
／

 

高
齢
者
世
帯
や
障
が
い
者
世

帯
な
ど
、
自
力
で
除
雪
す
る

こ
と
が
困
難
な
世
帯
の
除
雪

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
使
用

す
る
こ
と

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
加
入
を
お
勧

め
し
ま
す
。（
１
人
３
０
０
円
／
年
）

◆
機
械
の
種
類
／

○
小
型
除
雪
機
械

 

（
除
雪
幅
80
㌢・全
長
１
７
０
㌢
）

○
中
型
除
雪
機
械

 

（
除
雪
幅
90
㌢・全
長
１
９
０
㌢
）

※
各
庁
舎
に
１
台
ず
つ
配
備
し
て
い

ま
す
。

※
燃
料
は
満
タ
ン
に
し
て
お
貸
し
し

ま
す
。な
お
、使
用
後
の
燃
料
の
補

充
は
不
要
で
す
。

◆
貸
出
時
間
／

 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
貸
出
日
当
日
に
返
却
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

社
会
福
祉
課 

内
線
１
７
４

自
治
会
や
町
内
会
な
ど
で
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

除
雪
機
械
を
貸
し
出
し
ま
す

小型除雪機械
（左）と中型除
雪機械
除雪ボランテ
ィア活動にご
利用ください。

冬
期
間
の
水
道
管
凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

冬
本
番
を
迎
え
、
水
道
管
の

凍
結
事
故
が
起
こ
り
や
す
く
な

る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。蛇
口
や

水
道
メ
ー
タ
ー
が
凍
結
す
る
と
、

水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、水
道
管

が
破
裂
し
た
り
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

左
の
「
水
抜
き
栓
の
操
作
方

法
」
を
参
考
に
し
て
水
道
管
の

凍
結
に
注
意
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
で
凍
結
防
止
対
策
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
水
道
の
修
理
や
工
事

の
依
頼
は
、
市
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。市
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
の
一
覧
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

上
水
道
課 

内
線
１
２
５

水抜き栓の操作方法

①蛇口をあけて水を出す。
②水抜き栓のハンドルを
	 完全に閉める。

 １ 水を抜く時

水が止まったことを確認
し、蛇口は開いたままに
しておく。

 ２ 水を抜いた後

水抜き栓のハンドルを
完全に開ける。

 ３ 水を使う時

水道局マスコット
キャラクター
「ぽたぽん」

水道管の凍結に
注意しよう



EventHealthSafetyClass

▲▲ ▲

WantedInformation

▲ ▲

アイビーさんと英語で交流
してみませんか。

ＣIＲ（国際交流員）アイビー・チャウさんの
英会話カフェ
「Have a nice Friday!」
クリスマス交流会

　英会話カフェは、簡単な英語と日本語を交
えながら外国の文化について話をする交流の
場です。今回のテーマは「クリスマス」。みんな
でゲームをしたり、プレゼント交換をしたり
しながら、カフェ気分で楽しい時間を過ごし
ましょう。英語で話してみたいけれど自信が
ないから…と悩まずに、まずは気軽に参加し
てみてください。
◆日時／12月16日（金）午後７時～８時30分
◆会場／市民活動交流拠点センター

（Anbee大曲２階）
◆定員／30人
◆参加費／300円（未就学児は無料）
◆持参するもの／プレゼント交換に参加希望
の方は、ラッピングしたプレゼント（500円程
度を一人一つ）

◆講師／アイビー・チャウさん
 （オーストラリア出身）
【問い合わせ・申し込み】
 男女共同参画推進室
 ☎0187-88-8039

１
月
か
ら

３
月
ま
で

休
館
し
ま
す

大
仙
市
総
合

民
俗
資
料

交
流
館

「
く
ら
し
の

歴
史
館
」

　

大
仙
市
総
合
民
俗
資
料
交
流

館「
く
ら
し
の
歴
史
館
」は
、
次

の
期
間
休
館
し
ま
す
。

◆
期
間
／
平
成
29
年
１
月
１
日

か
ら
３
月
31
日
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

 

文
化
財
保
護
課

 

☎
０
１
８
７（
63
）８
９
７
２ くらしの歴史館

DAISEN City Public Relations 2016.129

結
婚
応
援
無
料
相
談
会

◆
対
象
／
結
婚
を
望
む
本
人
、

ま
た
は
本
人
の
同
意
を
得
て

い
る
親

◆
日
時
／
12
月
９
日（
金
）午
後

２
時
〜
、午
後
２
時
45
分
〜
、

午
後
３
時
30
分
〜
の
全
３
回

◆
会
場
／
市
民
活
動
交
流
拠
点

セ
ン
タ
ー（Anbee
大
曲
２
階
）

◆
定
員
・
相
談
時
間
／
６
人
・
１

人
40
分（
予
約
制
）

◆
持
参
す
る
も
の
／
本
人
の
写

真（
証
明
写
真
は
不
可
）

◆
申
込
期
限
／
12
月
８
日（
木
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

男
女
共
同
参
画
推
進
室

 

☎
０
１
８
７（
88
）８
０
３
９

　
「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」
は
、
認
知

症
の
方
ご
本
人
や
認
知
症
の
方

を
介
護
す
る
家
族
同
士
が
、
日

ご
ろ
の
悩
み
や
不
安
な
ど
を
語

り
合
っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図

り
な
が
ら
、
共
に
励
ま
し
合
っ

た
り
、
支
え
合
っ
た
り
す
る
場

で
す
。

　

家
族
の
物
忘
れ
が
気
に
な
り

始
め
た
方
、
ど
こ
に
相
談
し
た

ら
よ
い
か
悩
ん
で
い
る
方
は
い

ま
せ
ん
か
。ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
参

加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
12
月
14
日（
水
）

 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

 

（
午
前
９
時
45
分
受
け
付
け
開
始
）

◆
会
場
／
中
仙
市
民
会
館（
ド
ン

パ
ル
）

◆
内
容
／
ミ
ニ
勉
強
会
（
認
知
症

の
方
の
見
守
り
に
つ
い
て
）、
情

報
交
換
な
ど

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
室

 

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

 

中
央 

内
線
１
６
９

 

同 

東
部

 

☎
０
１
８
７（
56
）７
１
２
５

 

同 

西
部

 
☎
０
１
８
７（
87
）３
９
７
０

認
知
症
の
方
と

家
族
の
集
い

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」

雪
下
ろ
し
技
能
講
習
会

　

屋
根
の
雪
下
ろ
し
に
関
す
る

正
し
い
知
識
と
危
機
意
識
を
も

っ
て
安
全
な
雪
下
ろ
し
作
業
を

し
、
不
慮
の
転
落
事
故
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
、「
雪
下
ろ

し
技
能
講
習
会
」を
行
い
ま
す
。

◆
対
象
／
市
内
在
住
の
方
、
雪

下
ろ
し
作
業
に
従
事
す
る
方

◆
日
時
／
12
月
20
日（
火
）

 

午
後
２
時
〜

◆
会
場・講
習
内
容
／

 

【
第
１
部
】大
曲
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー・座
学（
講
話
）

 

【
第
２
部
】仙
北
地
域
振
興

局・実
技（
屋
外
で
の
実
技
指
導
）

【
問
い
合
わ
せ
】

 

雪
対
策
推
進
室 

内
線
３
８
５

受講者募集

大曲消防署員による実技指導

農
業
基
礎
講
座

　

稲
作
や
野
菜
、
花
き
の
栽
培

の
ほ
か
、
農
業
経
営
に
関
す
る

こ
と
な
ど
、
農
業
の
基
礎
を
学

び
ま
す
。

◆
期
間
／
平
成
29
年
１
月
中
旬

か
ら
３
月
中
旬
ま
で
の
う
ち

の
６
日
間

※
日
程
の
詳
細
は
、
申
込
者
に
通
知

し
ま
す
。

◆
会
場
／
農
業
振
興
情
報
セ
ン

タ
ー（
太
田
町
横
沢
）

◆
定
員
／
20
人

◆
申
込
期
限
／
12
月
28
日（
水
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

農
業
振
興
情
報
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
１
８
７（
86
）９
１
１
１



10

どうなるの？どうするの？

市内の公共施設の現状や市の財政面を踏まえた上で
将来の市にふさわしい施設を残していくため、

市では、全体計画と個別計画からなる
「大仙市公共施設等総合管理計画（案）」を作成しました。

今回は、基本方針③「財産の有効活用」と④「維持管理コストの低減」を
お伝えします。

※計画（案）の詳細は、市のホームページ（http://www.city.daisen.
　akita.jp/）に掲載しています。

vol.5_基本方針③財産の有効活用・④維持管理コストの低減

これから先の「公共施設」
シリーズ

【問い合わせ】 総務課	☎ 0187-63-1111	内線 208

　
四
つ
の
基
本
方
針
を
掲
げ
て

作
成
し
た
大
仙
市
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画（
案
）。基
本
方

針
の
三
つ
目
「
財
産
の
有
効
活

用
」と
四
つ
目
の「
維
持
管
理
コ

ス
ト
の
低
減
」に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

基
本
方
針
③

財
産
の
有
効
活
用

　
具
体
的
手
法
の
一
つ
目
は
、

「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
」。

既
存
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
人
口

減
少
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
を

踏
ま
え
、
内
容
の
見
直
し
や
サ

ー
ビ
ス
の
適
正
化
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
二
つ
目
は
「
余
剰
ス
ペ
ー
ス

の
洗
い
出
し
」。ス
ペ
ー
ス
が
有

効
活
用
さ
れ
て
い
る
か
、
施
設

ご
と
に
用
途
や
利
用
状
況
を
精

査
し
、
余
剰
ス
ペ
ー
ス
の
洗
い

出
し
を
行
い
ま
す
。

　
三
つ
目
は「
未
利
用
の
土
地・

建
物
の
売
却
や
貸
し
付
け
な
ど

に
よ
る
利
活
用
」で
す
。更
新
に

あ
た
り
、
新
規
の
建
て
替
え
や

複
合
化
で
当
該
施
設
が
不
要
に

な
っ
た
場
合
に
は
、原
則
、旧
施

設
や
用
地
は
売
却
、
ま
た
は
貸

し
付
け
な
ど
で
利
活
用
。そ
こ

で
生
じ
る
財
源
は
、
他
の
施
設

の
更
新
経
費
に
充
当
し
ま
す
。

基
本
方
針
④

維
持
管
理
コ
ス
ト
の
低
減

　
一
つ
目
は「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

コ
ス
ト
の
抑
制
」。光
熱
水
費
な

ど
の
抑
制
や
管
理
運
営
体
制
の

効
率
化
、
修
繕
の
適
切
な
実
施

な
ど
で
縮
減
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
二
つ
目
は
「
受
益
者
負
担
の

適
正
化
」。使
用
料
の
算
定
は
、

建
設
費
や
維
持
管
理
費
な
ど
か

ら
算
出
し
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、全

て
の
費
用
を
使
用
料
で
賄
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
適
正

な
受
益
者
負
担
率
に
よ
る
使
用

料
設
定
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
三
つ
目
は
「
民
間
活
力
の
活

用
推
進
」で
す
。公
共
施
設
な
ど

の
更
新
は
多
大
な
経
費
が
必
要

と
な
る
た
め
、
国
や
県
が
行
っ

て
い
る
助
成
事
業
を
積
極
的
に

活
用
し
て
、
財
源
確
保
に
努
め

ま
す
。

　
ま
た
、
従
来
の
公
的
資
金
の

み
で
は
な
く
、
業
務
委
託
や
指

定
管
理
者
制
度
の
活
用
等
効
率

的
な
管
理
運
営
手
法
の
導
入
を

推
進
す
る
ほ
か
、
民
間
資
金
の

活
用
を
検
討
し
ま
す
。

※
次
回
は
１
月
号
で
、
計
画（
案
）の

ま
と
め
①
と
し
て「
30
年
間
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
の
概
要
」な
ど

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

既存施設の行政サービスを見直すことで機能の集約を検討
し複合化につなげる。また、空きスペースは他の用途として
の利用や民間への貸し付けなどを検討し、有効活用を図る

行政目的の役目を果たした遊休財産の貸し付けや処分な
どに取り組み、これら財産の活用による収益の確保に努
める

行政サービスの見直し１ 余剰スペースの洗い出し２ ３ 未利用の土地・建物の売却や貸し付けなどによる利活用
具体的手法

基本方針３ 財産の有効活用▼

施設の更新経費だけにとらわれず、常に維持管理費や修
繕費などのライフサイクルコストの抑制を考慮し、受益
者負担の適正化を図る

管理運営費の最小化を目指し、コストの実態を把握した
上で業務委託の一括発注などの一元管理や指定管理制
度、さまざまな資金調達の手法を検討する

ライフサイクルコストの抑制１ 受益者負担の適正化２ ３ 民間活力の活用推進
具体的手法

基本方針４ 維持管理コストの低減▼
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広報見聞録

川口渓谷紅葉クリーンアップウオーキング
見頃の紅葉を楽しむ

雄大な自然の中を歩き心
地よい汗を流す参加者

全国500歳野球大会PR用DVD完成披露イベント
地域から盛り上げよう

撮影秘話などで盛り上がったトークセッション

　協和地域で生涯学習活動を展開している「仙人大
学」の園芸部（柳原忠雄代表）が10月27日、協和小学校児
童と学校敷地内の花壇を整備しました。
　児童との花壇整備の共同作業は、同団体が昨年から
地域貢献活動の一環として実施しているもの。寄贈し
たチューリップの球根160個を、同小の２年生児童39
人と一緒に植えました。児童は「球根は霜柱の影響を
受けないように土を掘ってから埋める」などのアドバ
イスを受けながら、手で花壇の土に穴を掘り、球根を
一つ一つ丁寧に植えていました。

児童に球根の植え方をアドバイスする仙人大学園芸部の関係者

仙人大学が協和小学校の花壇整備をお手伝い
花いっぱいの花壇にしよう

　大仙市安全安心推進集会が10月25日、南外体育館で
行われ、市内各地域の交通安全団体関係者や南外中学
校の生徒など約400人が参加しました。
　集会は平成20年に制定された「大仙市安全・安心まち
づくり条例」に掲げられている「自らの安全は自ら守り、
地域の安全は地域で守る」の基本理念を広めようと、市
が実施。南外中学校からつきの木こども園に続く道路
で県警音楽隊を先頭に参加者が交通安全を呼びかける
パレードを行ったほか、仙台市副市長で南外地域出身
の伊藤敬幹さんが東日本大震災後の仙台市の復興状況
の説明を交えつつ防災などをテーマに講演しました。

大仙市安全安心推進集会
地域の安全は地域で守ろう

警察官に扮してパレードを見守る保育園児に手を振る参加者

　川口渓谷紅葉ウオーキングが10月22日、太田地域の
川口渓谷遊歩道で行われ19人が参加しました。
　川口渓谷の豊かな自然と美しい紅葉を楽しみなが
ら清掃活動を行うことで自然保護への意識を高めて
もらおうと、市と大仙市観光物産協会が実施したもの
です。当日は紅葉の最盛期。奥に進むほど良く色づい
た紅葉を見ながら、遊歩道一番奥の「つくし森」まで片
道5.7㌔を約２時間かけて歩きました。帰り道は緩やか

な下り道。１時間ほど
で出発地点に到着し、
最年少の小学１年生も
遅れることなく参加者
全員で往復11.4㌔を約
３時間で歩くウオーキ
ングを楽しみました。

　全国500歳野球大会PR用DVD完成披露イベントが10
月15日、同大会発祥の地である神岡地域の神岡農村環
境改善センターで行われました。
　同DVDは、来年市で初めて開催される全国500歳野
球大会（平成29年７月15日から開催予定）を広くPRしよう
と市が製作し、同地域の500歳野球チームの選手が出
演して大会の独自ルールを紹介するなど地域の協力
を得て完成したもの。イベントでは、DVDを上映した
ほか撮影に参加した選手たちによるトークセッショ
ンなども行われ、参加した地域住民など約250人が同
大会の開催とDVDの完成を喜びました。
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【だいせんニューストピックス】

秋の稔りフェア
稔りの秋を堪能

♳ ♴

♵

♶ ♷

功
績
を
た
た
え
て
―
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

表
彰

元気いっぱいのダンスを披露した駅前こども園の園児たち
宮城県気仙沼市産ホタテ焼き体験試食会
秋の味覚を求める買い物客でにぎわった道の駅コーナー
岩手県宮古市産サンマの炭火焼き体験試食会
地元の野菜や手作りの加工品が並んだ「だいせん軽トラ市」

♳
♴
♵
♶
♷

　秋の稔りフェアが10月22日・23日の両日、大曲ヒカ
リオや花火通り商店街などで行われ、多くの家族連れ
などでにぎわいました。
　産業振興などを目的に市全体の収穫祭イベントと
して平成17年から開催されている同フェア。これまで
大曲庁舎周辺を会場としてきましたが、今年から「中
心市街地のにぎわいづくりを」と、主会場を変更して
開催されました。大曲ヒカリオイベント広場にはステ
ージが設置され、郷土芸能やよさこいなどの発表が行
われたほか、花火通り商店街では、約40台の軽トラッ
クが並び農産物や加工品などを荷台に乗せて販売す
る「だいせん軽トラ市」が開催されました。また、これ
までの被災地支援への感謝を込めて岩手県宮古市よ
りサンマ炭火焼、宮城県気仙沼市職員有志よりホタテ
の炭火焼が振る舞われ、訪れた人々は旬の味と秋の稔
りを感じる多彩な催しを楽しみました。

　榊田銀治さん（大曲）が第48
回秋田県職業能力開発促進大
会で技能振興功労者表彰を受
けました。
　榊田さんは、印章業を営みな
がら篆

てん

刻・刻字の技術研鑽
さん

に励
み、全国規模の書道芸術展で数
多く入賞。また、印章技能検定
試験審査員を務められるなど
印章彫刻における技能向上と
後進の育成に貢献されました。

榊田銀治さん
-技能振興功労者表彰-

　鈴木勝男さん（中仙）が紺綬
褒章を授与されました。
　鈴木さんは、発展途上国の
教育や福祉など社会のために
役立ててほしいと平成25年か
ら28年までの７回で500万円
を超える金額を日本赤十字社
秋田県支部に寄付。このこと
が公共の利益に貢献された功
績として認められ同章を受章
されました。

鈴木勝男さん
-紺綬褒章-

　品川敬一さん（大曲）が平成
28年度生活衛生功労者厚生労
働大臣表彰を受けました。
　品川さんは、秋田県社交飲
食業生活衛生同業組合の理事
長として組合活動の充実・強
化や環境衛生の向上などに貢
献されたほか、日本バーテン
ダー協会の役員として、後進
の指導・育成に尽力されてい
ます。

品川敬一さん
-厚生労働大臣表彰-
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平和への思いを自身の言葉で発表した10人の非核平和レポーター

平和祈念フォーラム
戦争の悲劇を伝え、後世につなぐ

サケのつかみ取りに挑戦する子どもたち

買い物客に呼びかけを行う大曲消費者協会会員（写真右）

広報見聞録

　平和祈念フォーラムが10月24日、中仙市民会館（ドン
パル）で行われ、市内の中学生や高校生など450人が参
加しました。
　フォーラムでは、「非核平和レポーター」として被爆
地・広島市で研修をしてきた市内の中学生と高校生10
人が研修成果を発表。被爆体験者の話などを紹介しな
がら、戦争の悲惨さと平和の尊さを伝えました。また、日
本大学経済学部の三浦正基さん（潟上市出身）が「戦争を
知らない世代が伝える戦争」と題し、自作映像「戦争の記
憶、つなぐ」の上映を交えながら講演。戦争の悲劇・記憶
を残し、後世に伝え継ぐことの大切さを訴えました。

　大曲地域内小友地区在住の金治郎さんは、大
正５年11月10日生まれ。苦い戦争体験を乗り
越え、農業を営んで家族を支えてきました。
　現在は、家族７人暮らし。食事はなんでも残
さず完食し、中でも果物が好物です。耳が聞こ
えにくくなりましたが、筆談で家族との会話を
楽しむなど穏やかに過ごされています。

家族とともに穏やかに過ごす
中邑金治郎さん

寿
ことぶき

百
ひゃく

歳
さい 在宅で百歳を

迎えられた
皆さんをご紹介します

　花館のサケまつりが11月５日、大曲地域花館地区の
玉川下流右岸特設会場と市営ふ化場で行われ、花館小
学校の児童や地域住民など約400人が参加しました。
　同地区で120年前から行われているサケ漁と人工ふ
化について理解を深め、川の恵みや地域文化の大切さ
を学んでもらおうと花館地区コミュニティ会議（佐藤
正雄会長）が毎年開催しているものです。子どもたちは、
玉川に設置されたサケの捕獲装置「ウライ」やふ化場
での採卵作業を見学したほか、サケのつかみ取りに挑
戦。イベントの最後には、サケが遡

そ

上
じょう

する玉川を眺め
ながらサケ汁やイクラ丼を味わいました。

花館のサケまつり
川の文化と恵みに触れる

　「NOレジ袋推進キャンペーン」が10月４日、市内ス
ーパーマーケット店頭で行われ、大曲消費者協会（髙
橋千鶴会長）の会員と市職員が買い物袋や買い物かご
の持参を呼びかけました。
　市では、10月を「NOレジ袋推進月間」として、ごみ
の減量化のため、レジ袋の消費の抑制に取り組んでい
ます。一人ひとりの取り組みが環境保全につながりま
す。買い物の際はマイバッグ、マイバスケットの持参
にご協力をお願いします。

NOレジ袋推進キャンペーン
買い物にはマイバックを
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今回寄せられたのは　21通

大
仙
市
出
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の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
結
香
さ
ん
の
活
躍
が
楽
し

み
で
す
。大
曲
の
花
火
秋
の
章
「
あ
お

の
も
の
が
た
り
」
は
と
て
も
素
晴
ら

し
か
っ
た
で
す
。  

神
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50
代
女
性

い
つ
も
表
紙
の
写
真
と
担
当
者

コ
ラ
ム
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。か
な
り
力
を
入
れ
て
い
る
ん
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な
ぁ
と
見
て
い
て
感
じ
ま
す
。こ
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か
ら
も
大
仙
市
の
明
る
い
未
来
の
た

め
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。応
援
し
て

い
ま
す
。　
　
　

   

大
曲		

30
代
女
性

市
民
目
線
で
楽
し
ん
で
読
め
る

内
容
が
な
い
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。市
内
の
お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト
や

お
店
、
食
事
で
き
る
お
し
ゃ
れ
な
お

店
な
ど
を
紹
介
す
る
欄
が
あ
れ
ば
嬉

し
い
で
す
。　
　

  

協
和		

60
代
女
性

税
に
つ
い
て
の
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
の
記
事
が
載
っ
て
い
ま
し

た
。私
の
勤
務
先
の
所
長
は
、小
・
中
学

校
で
税
に
つ
い
て
の
授
業
を
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
話
を

聞
い
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。税
の
使
わ

れ
方
を
き
ち
ん
と
知
る
こ
と
で
、大
人

に
な
っ
た
と
き
に「
取
ら
れ
る
も
の
で

は
な
く
、社
会
を
支
え
る
大
切
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
」と
自
覚
し
、
日
本
を

秋
田
県
を
、そ
し
て
大
仙
市
を
支
え
て

ほ
し
い
で
す
。　

   

大
曲		

50
代
女
性

ほ
か
に
も
お
便
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が

紙
面
の
都
合
で
全
て
の
お
便
り
を
掲
載
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お便りお待ちしています
「お便り広場」は皆さんのページです。
市政に対する質問・意見など、皆さんの
遠慮のない声をお聞かせください。
宛先はこちら
〒014-8601
だいせん日和「お便り広場」係
住所、氏名、年齢を明記の上、手紙・はがき、
ファクス（0187-63-1119）または Eメール
（kouhou@city.daisen.akita.jp）で送ってく
ださい。Eメールの場合は件名に「お便り
広場」と記入してください。

全身で受け止める

自然の恵み
「秋の稔りフェア・サケ

のつかみ取り」10月23日
（大曲地区丸子川）

2016

11月
vol.278広

報
だ
い
せ
ん

び	　　　		よ					り

おおきなせなかに	—	夢を乗
せ未

あ

来
す

に羽ばたく元気なまち

だいせん日和
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【問い合わせ】
総合防災課

☎0187-63-1111 内線286・287

地震や洪水、武力攻撃などの発生時に備えた情報伝達訓練が11月29日に全国一斉に実施されます。

市でも、同訓練に参加し、同日の午前11時から「防災ネットだいせん」と「ＦＭはなび」を使用

して市民の皆さんへの情報伝達が正しく行われているか訓練を行います。正しく動作しなかった

場合は問い合わせください。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

11月29日（火）午前11時～

情報伝達訓練を実施します

■防災ネットだいせん
「防災ネットだいせん」から次の内容が一斉に

メール送信されます。

■メール内容／
　 「発表日時：2016年11月29日11時00分00秒

　 即時音声合成メッセージが発令されました。

これはテストです」

■ＦＭはなび
「ＦＭはなび」の番組中に次の内容が放送され

ます。
■放送内容／
　～防災ラジオ起動の信号音～

　 「こちらは大仙市役所です。緊急放送をお知ら

せします」
　「発表日時、2016年11月29日11時00分00秒」

　「即時音声合成メッセージが発令されました。」

　「これはテストです」

　～防災ラジオ終了の信号音～

※ 大仙市防災ラジオは、この訓練で自動的に電源が入

ります。ＦＭはなび以外の局を聴いていた場合は、チ

ャンネルが自動的に切り替わります。

※ ＦＭはなびでは、このほか毎月第４月曜日午後７時か

ら大仙市防災ラジオの起動試験放送を行っています。

広
報
だ
い
せ
ん

お知らせ版だいせん日和
2016

11月
vol.279

孫
の
名
前
が
２
カ
所
に
載
っ
て

い
ま
し
た
。税
に
関
す
る
作
文

で
市
長
賞
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
絵
て
が
み
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞
。

部
活
も
頑
張
っ
て
い
る
孫
の
名
前
を

見
つ
け
、と
っ
て
も
嬉
し
い
ば
っ
ち
ゃ

で
す
。　
　
　

   

西
仙
北		

60
代
女
性

手
足
の
自
由
が
半
分
き
か
な
い

の
で
、あ
ま
り
外
出
で
き
ま
せ

ん
が
、
だ
い
せ
ん
日
和
を
読
む
と
大

仙
市
の
こ
と
が
分
か
る
の
で
毎
回
楽

し
み
で
す
。　

   　
神
岡		

70
代
男
性

14

東京嶽雄会
　会長／齊藤睦男さん
　会員数／300人
※�問い合わせは事務局（☎兼FAX 047-477-

6047）または神岡支所市民サービス課
（☎0187-72-2111）まで連絡ください。

今
年
の
東
京
嶽
友
会

総
会
は
東
京
都
四

谷
の
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
で

開
催
し
ま
し
た
。今
回
は

大
仙
市
か
ら
は
久
米
副
市

長
を
は
じ
め
地
元
の
農
商

工
業
関
係
者
の
皆
さ
ん
を

お
迎
え
し
、ま
た
、ふ
る
さ

と
の
神
岡
地
域
か
ら
応
援

団
（
昭
和
20
年
会
の
佐
藤
俊
和

さ
ん
ほ
か
５
人
）
に
も
馳
せ

参
じ
て
い
た
だ
き
、
大
変

に
ぎ
や
か
な
総
会
に
な
り

ま
し
た
。ふ
る
さ
と
神
岡

の
少
年
野
球（
平
和
中
学
校
）

と
学
童
野
球
（
神
岡
野
球
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
）
の
大
活
躍

に
元
気
を
い
た
だ
き
、
近

年
の
大
仙
市
の
教
育
を
含

め
た
人
材
輩
出
力
に
大
い

に
感
動
し
、
絆
を
深
め
た

有
意
義
な
一
日
で
し
た
。

ま
た
、８
月
９
日
は
学

童
野
球
全
国
大
会

に
出
場
し
た
神
岡
野
球
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
応
援
に

嶽
雄
会
会
員
20
人
で
駆
け

つ
け
、
保
護
者
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
応
援
し
ま
し
た

（
写
真
）。子
ど
も
た
ち
が
懸

命
に
頑
張
っ
て
い
る
姿
に

一
同
ま
た
ま
た
感
動
し
、

少
年
野
球
発
祥
の
地
・
神

岡
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
間
違
い
な

く
続
い
て
い
る
こ
と
を
確

信
し
ま
し
た
。

今
後
は
大
仙
市
ふ
る

さ
と
フ
ェ
ア
な
ど

で
市
出
身
者
の
交
流
を

図
っ
て
新
規
会
員
を
勧
誘

し
、
東
京
嶽
雄
会
を
盛
り

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

第２回  東京嶽雄会
（文・齊藤睦男会長）
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野菜とグリンピースのチーズご飯
〜野菜も一緒にとれる〜

食生活改善推進協議会 ヘルスメイトさんの健康レシピ resipi.76

今月のレシピ当番は中仙支部の
黒澤タエ子さん（写真左）、赤坂孝子さんです

no.28だいせんものづくり図鑑
　

大
曲
地
域
内
小
友
地
区
で
衣
類
製

造
を
行
っ
て
い
る
の
が
、
株
式
会
社

ア
ー
テ
ス
秋
田
（
南
木
健
利
代
表
取
締

役
社
長
）で
す
。

　

同
社
は
１
９
５
８
（
昭
和
33
）
年
に

創
業
し
た
南
木
メ
リ
ヤ
ス
工
業（
現
・

株
式
会
社
ア
ー
テ
ス
）
の
秋
田
工
場
と

し
て
１
９
７
４
（
昭
和
49
）
年
に
現
在

地
で
操
業
を
開
始
。翌
１
９
７
５
（
昭

和
50
）年
に
分
社
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
海
外
勢
と
の
激
し
い
競
争

に
勝
ち
抜
く
た
め
、「
で
き
な
い
こ
と

は
な
い
」を
モ
ッ
ト
ー
に
何
で
も
挑
戦

す
る
姿
勢
を
打
ち
出
し
、
長
年
培
っ

た
高
度
な
縫
製
技
術
で
顧
客
の
幅
広

く
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
高
品
質

な
製
品
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。ト
ム

ブ
ラ
ウ
ン
や
コ
ム
デ
ギ
ャ
ル
ソ
ン
、ハ

リ
ウ
ッ
ド
ラ
ン
チ
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

の
独
創
性
に
富
ん
だ
国
内
外
の
有
名

ブ
ラ
ン
ド
と
取
り
引
き
し
て
い
ま
す
。

　

同
社
で
は
、
社
員
が
４
、５
人
で
一

つ
の
班
を
つ
く
り
、班
ご
と
に
約
10
台

ず
つ
割
り
当
て
ら
れ
た
立
ち
ミ
シ
ン

を
駆
使
し
、Ｕ
字
型
に
配
置
し
た
テ
ー

ブ
ル
を
使
っ
て
流
れ
作
業
で
製
品
を

仕
上
げ
ま
す
。作
業
場
の
省
ス
ペ
ー
ス

化
を
図
る
と
と
も
に
、社
員
一
人
一
人

が
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
工
程
に
関
わ
る

こ
と
で
技
術
力
向
上
に
つ
な
げ
て
お

り
、
特
殊
な
小
口
注
文
に
も
迅
速
に

対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

近
年
は「
大
曲
の
花
火
」公
式
Ｔ
シ

ャ
ツ
の
製
造
に
携
わ
る
な
ど
「
花
火

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
に
お
い

て
も
存
在
感
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

株式会社アーテス秋田［大曲］
　製造品目／衣類（ニット、カットソーなど）
　従業員数／63人
@�今回の案内人は取締役工場長の三浦忠彦

さんです。（掲げているのは同社が製作し
た「大曲の花火」公式Ｔシャツ）

高品質製品で海外勢と勝負

① 干しシイタケを水でもどし、
千切りにする。

② ゴボウはささがきに、ニンジン
は細かく切る。

③ グリンピースを塩を入れた
湯でさっとゆでる。

④ 米をとぎ、Ｂを炊飯器に入れ、

２合の目盛りに水分量を合わ
せる。

⑤ ④にＡを加え、かき混ぜてから
炊く。

⑥ 炊きあがったらグリンピース
とチーズを加えてさっくりと
混ぜ合わせ、ふたをして蒸らす。

【作り方】

　米 ……………………… ２合
　　干しシイタケ ……… 50ｇ
　　ゴボウ……………… 50ｇ
　　ニンジン…………… 20ｇ
　　粉寒天……………… ２ｇ
　グリンピース ………… 50ｇ
　塩 ……………………… 少々

　　塩…………………… 小さじ½
　　酒…………………… 小さじ１
　　みりん……………… 大さじ１
　　しょうゆ…………… 大さじ½
　　シイタケのもどし汁  　１ℓ

　とろけるチーズ ……… 　３枚

【材料（４人分）】　　栄養価／１人あたり391キロカロリー　食塩1.5g

○�粉寒天を入れることで、冷めてもおいしいツヤツヤモチモチの
ご飯になります。

ひとことアドバイス

Ａ Ｂ



※「大曲仙北医師会」は、大仙市、仙北市、美郷町の医師で組織しています
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「
じ

ん
ま
し
ん
」と
は
？
さ
て
、ど

う
い
う
病
気
な
の
か
、
簡
単

に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
皮
疹
】一
つ
一
つ
は
皮
膚
の
盛
り
上
が

っ
た
よ
う
な
出
物（
膨ぼ

う

疹し
ん

）で
か
ゆ
く
、
大

き
さ
は
ま
ち
ま
ち
で
す
が
、
24
時
間
以

内
に
消
え
る
と
い
う
の
が
特
徴
で
す
。

こ
の
よ
う
に
お
の
お
の
は
必
ず
消
え
ま

す
が
、
治
る
ま
で
は
ほ
ぼ
全
身
に
そ
の

出
没
を
繰
り
返
す
と
い
う
病
気
で
す
。

　

ち
な
み
に
膨
疹
の
正
体
は
血
管
か
ら

水
分
が
漏
れ
や
す
く
な
り
（
血
管
透
過
性

の
上
昇
）、
皮
膚
に
水
分
が
た
ま
っ
た
状

態（
浮
腫
）な
の
で
す
。

【
種
類
】出
物
は
同
じ
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
ら
の
う
ち
、

食
事
性
じ
ん
ま
し
ん
を
主
に
述
べ
た
い

と
思
い
ま
す
。こ
の
タ
イ
プ
で
は
出
始

め
た
の
が
い
つ
か
と
い
う
こ
と
が
肝
心

で
す
。通
常
、食
事
後
数
時
間
で
じ
ん
ま

し
ん
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
夜
に

出
た
場
合
は
夕
ご
飯
の
何
か
、
午
後
に

出
た
場
合
は
お
昼
ご
飯
の
何
か
、
な
ど

を
疑
い
ま
す
。

　

た
だ
、大
事
な
こ
と
は
、食
べ
た
ご
飯

の
何
か
が
悪
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。同
じ
食
事
を

一
緒
に
食
べ
た
人
が
み
ん
な
出
る
わ

け
で
は
な
く
、
一
人
だ
け
出
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
そ
れ
は
体
質
の
違

い
な
の
か
（
た
ま
た
ま
自
分
に
合
わ
な
か
っ

た
？
）と
も
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
前
に
も
食
べ
た
こ
と
の
あ
る

も
の
ば
か
り
で
以
前
は
出
な
か
っ
た
の

に
、
な
ぜ
こ
の
た
び
は
出
た
の
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
体
調
不
良
と
の

関
連
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。通
常
、
食
べ

物
は
胃
で
消
化
さ
れ
、
腸
で
吸
収
さ
れ

血
液
に
乗
っ
て
全
身
に
回
る
わ
け
で
す

が
、体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
と
き（
か
ぜ
や
疲

れ
な
ど
）
は
胃
な
ど
も
弱
っ
て
い
る
た
め

上
手
く
消
化
さ
れ
ず
（
高
分
子
量
の
ま
ま
）

吸
収
さ
れ
る
た
め
、
じ
ん
ま
し
ん
の
原

因
に
な
り
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
食
事
性
じ
ん
ま
し
ん
で

す
が
、食
べ
た
も
の
は
血
液
に
乗
っ
て
全

身
に
運
ば
れ
る
た
め
、そ
の
症
状
は
皮
膚

だ
け
で
は
な
く
全
身
に
及
ぶ
こ
と
が
あ

り
、胃
腸
が
や
ら
れ
る
と
吐
い
た
り
、下

痢
を
し
た
り
、
呼
吸
器
に
及
ぶ
と
咳
き

込
ん
だ
り
呼
吸
が
苦
し
く
な
っ
た
り
す

A Talk about “ Urticaria” 

同じ出物でもさまざまな種類があります−

「じんましん」について

大曲仙北医師会

石河 知之  院長

石河ひふ科医院

花館字葛野110-7
☎ 0187-66-8866

る
こ
と
も
あ
り
、油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
特
に
誘
引
と
思
わ
れ
る
こ
と

が
な
く
じ
ん
ま
し
ん
を
繰
り
返
す
場
合

が
あ
り
、
こ
れ
を
特
発
性
じ
ん
ま
し
ん

と
い
い
、
４
週
間
以
上
続
く
と
慢
性
じ

ん
ま
し
ん
と
さ
れ
ま
す
。こ
の
タ
イ
プ
は

検
査
で
は
ま
ず
異
常
が
な
く
、
し
か
も

ア
レ
ル
ギ
ー
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、患
者
さ
ん
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

【
検
査
】食
事
性
じ
ん
ま
し
ん
で
も
原
因

を
特
定
す
る
検
査
は
な
く
、
ア
レ
ル
ギ

ー
検
査
も
役
に
は
立
ち
ま
せ
ん
。特
発

性
じ
ん
ま
し
ん（
慢
性
じ
ん
ま
し
ん
）も
特

異
的
検
査
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
治
療
】内
服
療
法
が
主
で
、
時
に
症
状

が
ひ
ど
い
場
合
に
は
入
院
の
上
、
点
滴

療
法
な
ど
も
必
要
で
す
。困
っ
た
と
き

は
、ぜ
ひ
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。



 

中央（健康福祉会館内／大曲）	
健康増進センター

西部（西仙北庁舎内／神岡・西仙北・協和・南外）
東部（中仙庁舎内／中仙・仙北・太田）

☎0187-62-1015
☎ 0187-62-9301

☎ 0187-75-0476
☎ 0187-56-7211

問い合わせは各健康増進センターへ

健康通信
健康は日々のチェックから

DAISEN City Public Relations 2016.1217

中央（健康福祉会館内／大曲）	

「お薬手帳」活用のススメ
　処方された薬の名前や飲む量、回数など
を記録するお薬手帳を活用しましょう。
「お薬手帳」を使うメリット
○�飲み合わせや薬の重複をチェックできるので、
副作用などのリスクを減らせる
○�副作用歴、アレルギー、過去にかかった病気な
どの情報を伝えることができる
○�旅行や災害、急に具合が悪くなったときなどに
自分の薬の情報を正確に伝えることができる

「お薬手帳」使い方
○病院や薬局へ行ったときに必ず提示する
○薬局や薬店で購入した薬品名を記録する
○通院、旅行、出張などの外出するときに持ち歩く
○�お薬手帳は一冊に全てを記録し、複数ある場
合は一冊にまとめる

※�処方箋の有効日数は、発行日から４日以内です。特に年末に
発行された処方箋は、年始には有効期限が切れている場合
がありますので、注意しましょう。

【問い合わせ】
� 秋田県薬剤師会大曲仙北支部事務局
�（こまち調剤薬局内）�☎0187-86-0363

定期予防接種
実施医療機関の追加

　定期予防接種の実施医療機関として、今年度から次
の医療機関が追加されました。各医療機関で接種でき
るワクチンは異なります。事前に実施医療機関に確認
し、予約した上で接種してください。
◆ 追加医療機関／

医療機関 電話番号
秋桜ペインクリニック
（大曲中通町1-8-7） ☎	0187-88-8333

ささき脳神経外科・内科クリニック
（大曲日の出町2-7-4） ☎	0187-63-1010

サンメンタルクリニック
（やすらぎの里内）

（協和上淀川字中嶋33）
☎	018-838-4862

羽後長野駅前内科
（長野字柳田59） ☎	0187-42-8255

ノロウイルスによる
感染性胃腸炎に注意 !

ノロウイルスは冬季を中心に発生する、感染
性胃腸炎の原因となるウイルスです。感染

力が強く、ごく少量でも口から体内に入ることで
感染します。
　主な症状は吐き気や嘔

おう

吐
と

、下痢、発熱で、子ど
もの場合は１日に数回からひどいときには10
回以上、嘔吐する場合があります。

① こまめな手洗い／
　 トイレ後、調理前、食事の直前に、必ず石けん
で30秒を目安に手を洗いましょう。
②食品の十分な加熱／
　 食品は、中心温度85～90度で90秒以上加熱
しましょう。

③調理器具などの消毒／
　 まな板、布巾などはよく洗い、熱湯や塩素系
漂白剤で消毒しましょう。

予防のポイント

　症状が出たら、医療機関を受診しましょう。
　感染した方の嘔吐物やふん便には大量のウ
イルスが含まれているため、感染が広がる可能
性があります。嘔吐物は、使い捨ての手袋を使
い、新聞紙やペーパータオルなどで拭き取った
後、薄めた塩素系漂白剤を染み込ませたティッ
シュペーパーなどで拭き取り消毒してくださ
い。汚物が付着した衣類は消毒してから洗濯し
ましょう。
　症状が出た方は、最後に入浴するかシャワー
だけにしましょう。
【塩素系漂白剤を薄めた消毒液の作り方】
　少し水を入れた500ミリリットルのペットボ
トルに、家庭用塩素系漂白剤の原液（塩素濃度約
５%）をペットボトルのキャップで２分の１杯
加え、ボトルいっぱいに水を入れてください。

ノロウイルスに感染したら

徹底予防で感染拡大
を防ぎましょう



12 月の市長日程
　※日程は変更になる場合があります。

	 １日・木	 大仙市民生委員・児童委員委嘱状
伝達式

	 ７日・水	 大仙市議会定例会（第２日）
	 ８日・木	 大仙市議会定例会（第３日）
	10日・土	 医療と徤康を考える集い
	16日・金	 大仙市議会定例会（第４日）
	19日・月	 大仙市交通安全計画策定会議
	22日・木	 平成 28年度大仙市防災会議
	25日・日	 市民によるクリスマスコンサート
	28日・水	 仕事納めの式

市長交際費 （10月１日～31日）
摘 要 件 数 金   額
慶 祝 9 71,037 円
協 賛 1 3,704 円
弔 慰 3 50,000 円
合 計 13 124,741 円

※慶祝＝市長等が出席する行事の会費やお祝いなど
※協賛＝各種事業協賛金や各種大会市長賞および副賞	
	 　　			など
※弔慰＝行政委員会の委員等、市政に深く関わりのある
　　			方や旧市町村の功労（績）者に対する香典など

■各図書館イベント／
【おはなし会】
大曲（クリスマスおはなし会）　12月 17日（土）午後２時～３時
仙北 12月 10日（土）午前10時 30分～ 11時
協和（クリスマススペシャルおはなし会）　12月11日（日）午前10時～11時 30分
神岡	 12月 17日（土）午前11時～正午
西仙北 12月 24日（土）午前10時～ 11時
大曲図書館企画展「来て！見て！大曲支援学校出張学校展」
期間／12月３日（土）から22日（木）まで
時間／午前９時～午後７時（最終日は午後３時まで）
【絵本となかよし会】
中仙（うさちゃんひろば）12月９日（金）午前10時30分～11時30分
【どんぐり文庫 おはなし会】
太田（敬愛館）12月 18日（日）午前９時30分～11時
【クリスマスおたのしみ会（工作教室とおはなしをきく会）】
南外（南外公民館）　12月 22日（木）午後５時～７時30分
※小学生対象（申し込みは南外公民館まで）

■各図書館休館日／【12月】▼１日＝大曲、神岡、南外、太田▼５日＝中仙、
仙北▼７日＝西仙北【１月】▼16日～ 18日＝協和（資料整理期間）
【年末年始】▼12月29日～平成 29年１月４日まで全館休館

中仙図書館のおすすめ
マウとバウのクリスマス（文研出版）
ティモ	パルヴェラ	作・末延弘子	訳・矢島眞澄	絵

　丘の上にある空色の家で一緒に暮らす犬と猫の
お話です。畑の野菜づくりと大工仕事が得意なバ
ウは、働き者で几帳面な犬。絵描きと歌が好きなマ
ウは、気まぐれで夢見がちな猫。マウが騒ぎや面倒
を起こすのはいつものことで、バウは呆れながらも助けてあげたり、後
始末に追われたりしています。この友達はケンカをしながらも仲良く
暮らしているようです。こんな二人、あなたの近くにもいませんか。

〈中仙図書館所蔵〉

図書館情報BOOKs

ここで紹介する以外にもたくさんの本が入っています。
希望する本がない場合は、図書館職員に声を掛けてください。
市内の各図書館のほか、県立図書館からも取り寄せます。12月

小説・一般向け図書幼児・児童向け図書
○
自
分
で
考
え
よ
う 

世
界
を
知
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た
め
の

哲
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／
ペ
ー
テ
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○
昆
虫
た
ち
の
世
渡
り
術
／
海
野
和
男

○
あ
か
り
さ
ん
、
ど
こ
へ
行
く
の
？
／
近
藤
尚
子

○
き
み
の
声
を
聞
か
せ
て
／
小
手
鞠
る
い

○
１
０
０
円
た
ん
け
ん
／
岡
本
よ
し
ろ
う

○
み
か
ん
の
め
い
さ
ん
ち
／
平
田
昌
広

○
ハ
ー
ブ
を
た
の
し
む
絵
本
／
大
野
八
生

○
オ
ム
ラ
イ
ス
の
た
ま
ご
／
森
絵
都

○
い
の
る
／
長
倉
洋
海

○
天
子
蒙
塵 

第
１
巻
／
浅
田
次
郎

○
我
ら
荒
野
の
七
重
奏
／
加
納
朋
子

○
老
乱
／
久
坂
部
羊

○
夜
行
／
森
見
登
美
彦

○
メ
ビ
ウ
ス
１
９
７
４
／
堂
場
瞬
一

○
す
み
な
れ
た
か
ら
だ
で
／
窪
美
澄

○
虚
実
妖
怪
百
物
語 

序
／
破
／
急 

／
京
極
夏
彦

○
継
続
捜
査
ゼ
ミ
／
今
野
敏

○
梅
も
ど
き
／
諸
田
玲
子

○
た
だ
生
き
て
い
く
、
そ
れ
だ
け
で
素
晴
ら
し
い
／

五
木
寛
之

新着図書
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各図書館問い合わせ
大曲図書館　  ☎ 0187-62-1012 協和図書館　  ☎ 018-892-3830
神岡図書館　  ☎ 0187-72-2501 南外図書館　  ☎ 0187-74-2130
西仙北図書館  ☎ 0187-75-0099 仙北図書館　  ☎ 0187-69-3334
中仙図書館　  ☎ 0187-56-7200 太田図書館  （太田スポーツクラブ）

　  　　　　　☎0187-86-9460
大仙市ふるさと物産フェアで来場者や販売者
と談笑する栗林市長（11月11日・東京都）
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介護保険事務所
 からのお知らせ 居宅介護福祉用具の購入費の９割または８割が支給されます

指定の販売事業所で購入してください

自宅で介護を受けている方が、介護保険対象の特
定福祉用具を購入した場合、申請することで購

入費用の９割、または８割が介護保険から支給されま
す。給付を希望する方は介護保険事務所または、各支所
市民サービス課の窓口で申請してください。
　また、県から販売事業所が指定されています。指定を
受けていない事業者から購入した場合は、給付の対象に
外ですのでご注意ください。特定福祉用具を購入する際
は、指定事業者かどうかを介護保険事務所や担当のケ
アマネジャーのほか、直接販売店に確認してください。
◆ 対象／要介護認定・要支援認定を受けている方（施設
入所者を除く）

◆ 特定福祉用具／腰掛便座、自動排せつ処理装置の交
換可能部品、入浴補助用具、簡易浴槽、移動用リフト
のつり具の部分

◆ 支給額／購入費の９割または８割で、限度額は年度
あたり10万円

※ 同一年度内に同じ種類の特定福祉用具を二つ以上購入した場
合は対象になりません。

◆ 申請に必要なもの／申請書、領収書、購入した福祉用
具のパンフレットなど（写しでも可）

【問い合わせ】
 介護保険事務所
 指導監査班
 ☎0187-86-3911

中央（大曲庁舎／大曲・四ツ屋・花館地区）
	 ☎ 0187-63-1111内線 171
東部（中仙庁舎／中仙・仙北・太田）
	 ☎ 0187-56-7125

西部（西仙北庁舎／神岡・西仙北・南外）
	 ☎ 0187-87-3970
協和（社会福祉協議会協和支所／協和）
	 ☎ 018-892-3838

南部（社会福祉協議会本所／
大曲・内小友・西根・藤木・角間川地区）
	 ☎ 0187-88-8030

認知症に関する問い合わせは、各高齢者あんしん相談室（地域包括支援センター）へ

認知症になっても安心して暮らせる地域づくり

♥♥♥♥いきいき広場

支給を受けるために申請をしま
しょう。

　

市
内
在
住
の
大
仙
さ
く
ら
さ
ん
は
、
最
近

心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。同
居
し
て
い
る

義
父
の
長
兵
衛
さ
ん
が
家
族
に
黙
っ
て
外
出

を
す
る
よ
う
に
な
り
、先
月
は
夕
方
に
な
っ
て

も
戻
ら
な
い
た
め
、
家
族
全
員
で
近
く
を
探

し
、近
所
の
公
園
で
発
見
し
た
の
で
し
た
。

　

日
中
は
義
母
が
世
話
を
し
て
い
ま
す
が
、

少
し
目
を
離
す
と
外
に
出
よ
う
と
す
る
た

め「
目
を
離
せ
な
い
」と
疲
れ
気
味
で
す
。

　

長
兵
衛
さ
ん
は
昔
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
が
得

意
。今
で
も
健
脚
の
た
め
一
人
で
遠
く
ま
で

行
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で

す
。長
兵
衛
さ
ん
の
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
相
談
し
た
と
こ
ろ
「
大
仙
市
認
知
症
行
方

不
明
者
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
愛
称
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
）」
の
登
録
を
勧
め
ら
れ
、
夫
の
太
郎

さ
ん
と
相
談
し
２
人
で
担
当
窓
口
の
高
齢

者
あ
ん
し
ん
相
談
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
の
説
明
を
聞
い
て
納
得

し
た
さ
く
ら
さ
ん
と
太
郎
さ
ん
。早
速
、
登

録
用
紙
に
名
前
や
特
徴
な
ど
の
情
報
を
記

入
し
、
捜
索
に
最
も
効
果
の
あ
る
写
真
も
登

録
し
ま
し
た
。

　

長
兵
衛
さ
ん
が
一
人
で
遠
く
ま
で
行
っ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
心
配
は

無
く
な
り
ま
せ
ん
。で
も
、
も
し
い
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
多
く
の
人
た
ち

が
見
守
っ
て
い
て
く
れ
る
。そ
う
思
う
と
少

し
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た
さ
く
ら
さ
ん
で

し
た
。

「
さ
く
ら
さ
ん
、『
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
』
に
登
録
す
る
」

　
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
」
を
活
用
し
た
家
族
の
物
語
シ
リ
ー
ズ
①

SOSサポーター

大仙警察署
大仙市役所
高齢者あんしん
相談室

行方不明者を多くの目で見守る仕組み
「SOSネット」

　SOSネットは、認知症が原因で行方
不明になる可能性がある方の情報を
事前に登録しておくことで、行方不明
となった場合に、警察だけではなく地
域の支援を得て早期に発見するため
の仕組みです。警察に捜索願を届出し
たときにSOSネットの利用を希望する
と、捜索に協力してくれるSOSサポー
ターに市役所から行方不明者の情報
がメール送信され、より多くの目で行
方不明者を探すことができます。

行方不明者
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スキーゲノッス大曲クラブ
ジュニアスキースクール参加者募集
◆対象／小学生
◆�期日／平成29年１月８日から２
月28日までの毎週日曜日（全８回）
◆時間／午前９時30分〜午後３時
◆会場／大曲ファミリースキー場ほか
◆定員／50人
◆参加費／8,000円

（別途、保険代・リフト代）
◆�申し込み方法／スポーツハウス
タミヤ（大曲栄町）に用意している
申込書に必要事項を記入し提出

【問い合わせ・申し込み】
� 三浦さん☎090-1496-5406
� 古谷さん☎090-7338-9247

HMB花館小マーチングバンド部
全国大会お披露目会
◆�日時／12月11日（日）午前11時開
演（午前10時30分開場）
◆会場／大曲体育館
◆入場料／無料
【問い合わせ】
� 花館小学校�☎0187-63-1022

米
まい

夢
む

の特製スポンジを使った
楽しいクリスマスケーキ作り
◆日時／12月23日（金）

午前10時30分〜正午
◆会場／道の駅なかせん
◆定員／20人
◆参加費／2,000円（材料代）
◆申込期限／12月16日（金）
【問い合わせ・申し込み】
� �加工グループ「米夢」
�（道の駅なかせん内）�☎0187-56-4515

大曲スキースポーツ
少年団団員募集
◆対象／大曲地域の小学生
◆�期日／12月23日（金）、平成29年
１月８日から３月５日までの毎
週日曜日（全９回）
◆時間／午前９時〜正午
◆会場／大曲ファミリースキー場
※３月５日は協和スキー場
◆定員／30人
◆�参加費／8,000円（保険代、リフト代
込み。別途、ゼッケン代3,000円）
◆申込期限／12月10日（土）
【問い合わせ・申し込み】
　高橋さん�☎0187-62-4985

体と心を癒しましょう
ヨガ シャイニングムーン
◆ 日時／12月17日（土）

午後５時30分〜６時30分
◆会場／はぴねす大仙
◆受講料／１回1,000円（初回体験500円）
◆�持参するもの／ヨガマット、ま
たはバスタオル、飲み物

※動きやすい服装でお越しください。
【問い合わせ・申し込み】
� 吉岡さん�☎090-5405-7731　

積雪期の踏切事故防止
冬季の踏切通行止めにご協力ください

奥羽本線
踏切名 通行止め期間（予定）

高屋敷踏切（神岡） 12月15日（木）から
平成29年３月31日
（金）まで中川原踏切（協和）

船岡踏切（協和）
12月16日（金）から
平成29年３月31日
（金）まで

高田踏切（大曲）
12月21日（水）から
平成29年３月31日
（金）まで

小貫踏切（大曲）

下高畑踏切（大曲） ※�船岡踏切・上谷地踏切は車両のみ通行止め

田沢湖線

　積雪期を迎え、踏切での事故防止のため、市内の一部の踏切が通行止
めになります。ご理解とご協力をお願いします。
　踏切の前では一旦停止し、安全を確認してから横断しましょう。
【高田、小貫、下高畑踏切に関する問い合わせ】
　JR東日本秋田支社横手保線技術センター�☎0182-32-5050
【上記以外の踏切に関する問い合わせ】�
　JR東日本秋田支社大曲保線技術センター�☎0187-63-3324

協和スキー場
季節従業員募集
　勤務時間や賃金などの詳細は問
い合わせください。
◆�募集職種・人員／【協和スキー

場】リフト従業員18人、リフト券
販売兼事務２人、レストラン４
人、駐車場整理員３人【協和体育
館・協和多目的交流施設樹パル】
冬季管理２人

【問い合わせ・申し込み】
　協和スキー場�☎018-893-2050

手作りの楽しさ味わおう
工作・手芸講座
◆対象／小学生から高校生までの方
◆�期日・内容／12月10日（土）・レジ
ン教室、12月17日（土）・クリス
マスアレンジ、12月27日（火）・
カルトナージュ

◆時間／午前10時〜正午
◆会場／自然栽培カフェCocoto

（大曲若竹町23-21）
◆定員／各10人
◆受講料／無料（別途、材料代1,000円）
【問い合わせ・申し込み】
� 戸嶋さん�☎090-1378-5510

踏切名 通行止め期間（予定）

鶴田踏切（大曲）
12月14日（水）から
平成29年３月31日
（金）まで上谷地踏切（大曲）

蛭川踏切（中仙）

田尻踏切（大曲）
12月15日（木）から
平成29年３月31日
（金）まで
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水路への転落事故に注意しましょう
　仙北平野土地改良区管内の水路は冬期間も通水しています。雪で水路の端が分かりづらくなったり、凍結などで
道路が滑りやすくなったりするため、水路への転落事故が起きやすくなります。水路の近くでは十分に注意し、危険
な箇所には近づかないようにしましょう。　　　　　　【問い合わせ】�秋田県仙北平野土地改良区�☎0187-62-0180

年初めの名刺交換と交流会
新春賀詞交歓会
◆日時／平成29年１月10日（火）

午後４時〜
◆会場／フォーシーズン
◆参加費／5,000円
◆申込期限／12月９日（金）
【問い合わせ・申し込み】
� 大曲商工会議所�☎0187-62-1262

12月１日から25日まで
歳末たすけあい運動
　寄せられた募金は、要援護世帯へ
の見舞金や福祉活動を行う団体へ
の支援金として使われます。皆さん
のご理解とご協力をお願いします。
【問い合わせ】
� �大仙市共同募金委員会（大仙市社会
福祉協議会本所内）�☎0187-63-0277

地域 期日 時間 会場

中仙  12月 26日（月）午前10時～11時30分、午後１時～３時30分
中仙農村環境改善
センター２階
農事研修室

南外 １月10日（火）午前10時～11時 30分 南外庁舎
文化活動室

神岡 １月10日（火）午後１時30分～３時30分
神岡福祉センター２階
婦人研修室

西仙北 １月12日（木）

午前10時～11時30分、
午後１時～３時30分

西仙北庁舎３階
大会議室

太田
１月19日（木）

太田文化プラザホール
１月20日（金）

協和 １月30日（月） 協和庁舎４階大会議室

仙北 ２月		６日（月）
大曲庁舎３階大会議室

大曲 ２月		７日（火）

　農業用機械に軽油を使用す
る場合、免税証と引き換えに
軽油引取税が免除となります。
　免税証の交付を希望する方
は、必要書類（右表参照）を持参
し、各会場にお越しください。
　県税事務所窓口でも受け付
けを２月８日（水）から行いま
すが、集合受け付けした方よ
り免税証の交付が遅くなりま
す。なるべく集合受け付けに
お越しください。

【問い合わせ】
 秋田県総合県税事務所
� 課税第二課�☎018-860-3341
� 秋田県総合県税事務所
� 仙北支所�☎0187-63-5222

平成29年

集合受付日程

農業用の軽油引取税免税証の交付申請
集合受け付けを行います

必要書類
 準備するもの

免税軽油使用者証 ○ ○ ○
機械の購入証明書 ○ ○
免税軽油使用者証
交付申請書 ○ ○

誓約書 ○ ○
秋田県証紙（400円） ○ ○
免税証交付申請書 ○ ○ ○ ○
農業委員会が交付する
耕作証明書 ○ ○ ○ ○

免税軽油の引取り等に係
る報告書 ○ ○ ○

平成27年に購入した軽油
の納品書または購入証明書 ○ ○ ○

印鑑 ○ ○ ○ ○
未使用の免税証 ○ ○ ○

継
続

新
規

書
換

更
新

※	申請書等がない方は問い合わせください。

川の再生を一緒に考えませんか
玉川の自然再生に関する勉強会
　玉川の河川環境を実際に川を訪
れ考えてみませんか。動きやすい
服装と長靴でお越しください。
◆�日時／12月10日（土）午前10時〜
正午（受け付け午前９時45分〜）
◆集合場所／四ツ屋公民館
◆参加費／無料
◆申込期限／12月５日（月）
【問い合わせ・申し込み】
� 湯沢河川国道事務所工務第一課
� ☎0183-73-5504

互いの経験を語り合おう
うつコミュニティ秋田 県南支部
　うつ病の患者同士で語り合いま
せんか。参加を希望する方は直接
会場にお越しください。
◆日時／12月18日（日）午後２時〜４時
◆�会場／大曲交流センター
◆参加費／300円
【問い合わせ】
� 佐藤さん�☎090-7669-1966

大曲中学校吹奏楽部
全国大会壮行演奏会
◆�日時／12月10日（土）午後４時30
分開演（午後４時開場）※３回公演予定
◆会場／大曲体育館
◆入場料／無料
【問い合わせ】
� 冨樫さん�☎090-1069-4696

世代を超えて盛り上がろう
第１回クリスマスパーティin 南外
◆�日時／12月18日（日）

午後２時〜９時
◆会場／南外コミュニティセンター
◆入場料／無料
◆�内容／DJパフォーマンス、ダン
ス、アイドルや演歌歌謡ショー
出店など

【問い合わせ】
� 伊藤さん�☎090-1499-4788



大仙市の行事予定
12月1日 木 ～16日 金

　未就園の子どもを対象にしたイベントをお知らせします。

ひろば名 日時 事業名

まるこのひろば
※水曜日を除く週６日開設

☎0187-63-2344
（大花都市再生住宅）

１日（木）
9:30～

月例身体測定
（午前中のみ）

９日（金）
10:30～

３歳未満児の食事について
（要申込）

16日（金）
10:30～ 誕生会（12月生まれ）

20日（火）
10:30～ 一緒に遊ぼう～音楽リズム

22日（木）
10:30～

クリスマスお楽しみ会
（要申し込み）

つなっこひろば
※水・木・金・土曜日開設
☎080-8214-8159

（西仙北中央公民館）

１日（木）
～10日（土）

のびのびアンパンマン
（クリスマバージョン）

随時 お誕生日おめでとう！！

うさちゃんひろば
※水・木・金・土曜日開設
☎080-2845-9267

（中仙市民会館（ドンパル））

９日（金）
10:30～ 絵本となかよし会

21日（水）
10:30～ クリスマスリースをつくろう

E INFO.EV   NTS
月の高齢者生活相談所イベント情報12

E INFO.EV   NTS
月の子育てイベント情報12

日11 歯	 冨塚歯科医院（西仙北）☎ 0187-75-1125

木15

火13 パソコン農業簿記講習会※申込者のみ
■午後１時30分～４時 30分■大曲庁舎

月12

木12／1
金2

人権・行政に関する特設相談会
■午前 10時～午後３時■協和市民センター（和ピア）
平成29年度保育所、認定こども園、幼稚園等の申込開始（～７日）

土3 人権・行政に関する特設相談会
■午前 10時～午後３時■太田文化プラザ
大仙美郷クリーンセンター休日開場日
■午前８時30分～午後４時30分
■【家庭系ごみ】66円／ 10㎏【事業系ごみ】133円／ 10㎏
歯	 高橋歯科医院（大曲）☎ 0187-65-2238

日4

火6
ひだまりコーヒーサロン■午後１時～３時■大川西根公民館（100円）

実践「コーチング」講座※申込者のみ
■午後１時30分～５時■大曲地域職業訓練センター

土10 人権・行政に関する特設相談会
■午前 10時～午後３時■西仙北高齢者ふれあいセンター

月5 人権・行政に関する特設相談会
■午前 10時～午後３時■市役所仙北庁舎

開催場所
（問い合わせ・申し込み） 日時 事業名 申込期限

サンクエスト大曲
大曲子育て
支援センター
☎0187-62-5733

８日（木）
10:00～

リズム遊びを
楽しもうⅡ
お誕生会

６日
（火）

大曲交流センター
大曲子育て
支援センター
☎0187-62-5733

15日（木）
10:00～ サンタさんきてね 13日

（火）

すくすくだけっこ園
☎0187-72-2244

14日（水）
9:30～

クリスマスの雰囲気を
味わいましょう！

13日
（火）

みつば保育園
☎0187-87-7130

22日（木）
10:00～

クリスマス会に
参加しよう なし

なかせんワイワイ
らんど

☎0187-56-4139
13日（火）
9:30～

♡ミニクリスマス♡
身体測定 なし

協和保育園
☎018-892-3426

22日（木）
10:00～ ☆メリークリスマス☆ 20日

（火）
つきの木こども園
☎0187-73-1088

22日（木）
9:30～ クリスマス会 21日

（水）
せんぼくちびっこ
らんどわかば園
☎0187-63-1143

22日（木）
9:30～

クリスマス
お楽しみ会 なし

おおたわんぱくランド
すくすく園

☎0187-86-9110
14日（水）
10:00～

作って楽しもう！
クリスマス飾り なし

（ （

（ （

【問い合わせ】 
	 まるこのひろば（大花都市再生住宅１階）☎	0187-63-2544

日時 事業名
９日（金）

13:30～15:00 健康・介護相談～お気軽にどうぞ

17日（土）
13:30～15:00

「昔の話をしよう」
懐かしの映像を見て、うたを歌おう！

　懐かしいあの頃がよみがえる「昭和のくらし展（冬編）」
を開催しています。くつろぎながら思い出を語り、楽し
みませんか。

○休日救急医療（日曜日・祝日・年末年始）
　■医療機関／大曲厚生医療センター ☎ 0187-63-2119
　■時間／午前９時～午後３時
○小児救急診療（日曜日）
　■医療機関／大曲厚生医療センター☎ 0187-63-2119
　■時間／午前９時～午後３時
○休日歯科当番医
　■医療機関／行事予定表の　を確認してください
　■時間／午前９時～正午
※ 休日歯科当番医は変更になる場合があります。受診前に電話で確
認してください。

歯	

木8 人権・行政に関する特設相談会
■午前 10時～午後３時■神岡福祉センター

平成 28年第４回大仙市議会定例会（第３日）
■午前10時～■議場（大曲庁舎）

神岡地域行政相談■午前 10 時～午後３時■神岡福祉センター

金9
結婚応援無料相談会▶P．９
■午後２時～、午後２時45分～、午後３時30分～
■市民活動交流拠点センター（Anbee大曲２階）※要申込

水14

パソコン農業簿記講習会※申込者のみ
■午前９時～午後４時■大曲庁舎

ひだまり出前コーヒーサロン
■午後１時～３時
■市民活動交流拠点センター（Anbee大曲２階）（100円）

認知症の方と家族の集い「たんぽぽの会」▶ P.９
■午前10時～11時 30分■中仙市民会館（ドンパル）

金16
平成 28年第４回大仙市議会定例会（第４日）
■午前10時～■議場（大曲庁舎）
CIR（国際交流員）アイビー・チャウさんの英会話カフェ
「Have a nice Friday!」クリスマス交流会※要申込
■午後７時～８時 30 分
■市民活動交流拠点センター（Anbee 大曲２階）▶ P. ９

水7
人権・行政に関する特設相談会
■午前 10時～午後３時
■南外公民館、中仙農村環境改善センター

平成 28年第４回大仙市議会定例会（第２日）
■午前10時～■議場（大曲庁舎）

中仙地域行政相談■午前 10 時～午後３時
■中仙農村環境改善センター

22
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今日も〝だいせん日和〟担当者コラム

人　口 84,344 人     （-   86）

　男 39,551 人     （-   26）

　女 44,793 人     （-   60）

世帯数 31,325 世帯    （-   11）

出　生   45 人
死　亡   108 人
転　入   101 人
転　出   124 人

10/31現在※（ ）内は前月比

人口増減内訳

●編 集 発 行	 秋田県大仙市企画部総合政策課	☎0187-63-1111（代表）
	 	 	 〒 014-8601	秋田県大仙市大曲花園町１番１号
●発 行 日	 毎月２回（１日・16日）
●印 刷	 株式会社	松本印刷

［問い合わせ］ 第16回国際花火シンポジウム実行委員会事務局  ☎0187-73-5781
http://www.oomagai-hanabi.com/isfireworks_spring2017/index.html

大仙市雄物川河畔
大曲花火大橋下流河川敷（全国花火競技大会「大曲の花火」開催会場）

４／25・27・28 午後７時〜７時45分
［開催時間］

４／29　　　   午後７時〜８時20分

（関連記事５ページ）
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迎
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振
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返
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